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西
村
京
太
郎
の
『
寝
台
特
急
殺
人
事
件
』（
一
九
七
八
年
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
以
来
、
我
が
国
の
推
理
小
説
の
世
界
に
「
ト
ラ
ベ

ル
・
ミ
ス
テ
リ
ー
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
定
着
し
た
と
言
っ
て
い
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ト
ラ
ベ
ル
・
ミ
ス
テ
リ
ー
系
の
諸
作
品
の
展
開
軸
に
、
し

ば
し
ば
据
え
ら
れ
て
い
る
の
が
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
複
数
の
容
疑
者
の
中
か
ら
真
犯
人
を
探
し
だ
す
過
程
を
楽
し
む
通
常
の
推
理
小
説
と

ち
が
っ
て
、
列
車
、
飛
行
機
、
高
速
バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
と
い
っ
た
乗
り
物
を
利
用
し
た
と
称
す
る
犯
人
の
完
璧
な
ア
リ
バ
イ
（
現
場
不
在
証
明
）

を
探
偵
や
刑
事
が
切
り
崩
し
て
い
く
過
程
が
、
こ
の
種
の
推
理
小
説
を
読
む
際
の
最
大
の
楽
し
み
と
な
る
。

簡
単
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
山
の
手
線
沿
線
の
ど
こ
か
で
晩
の
七
時
過
ぎ
に
殺
人
事
件
が
発
生
し
た
と
す
る
。
警
察
が
捜
査
に
乗
り
出
し
た
と
こ

ろ
、
さ
っ
そ
く
有
力
な
容
疑
者
が
浮
上
す
る
の
だ
が
、
そ
の
容
疑
者
は
、
事
件
当
日
の
夕
刻
に
東
京
を
発
車
し
た
寝
台
特
急
で
九
州
旅
行
に
出
て
、

犯
行
時
刻
に
は
車
中
に
い
た
と
証
言
す
る
。
折
悪
し
く
、
発
車
直
後
に
検
札
を
し
た
車
掌
も
容
疑
者
の
顔
を
記
憶
し
て
い
た
り
し
て
、
捜
査
は
行

き
詰
ま
っ
た
か
に
見
え
る
。
が
、
時
刻
表
を
よ
く
調
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
発
見
さ
れ
る
。
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寝
台
特
急
「
富
士
」

東
京
発
一
六
・
五
六

横
浜
着
一
七
・
一
九

京
都
発
二
三
・
二
一

新
幹
線
「
の
ぞ
み
三
一
号
」

東
京
発
二
〇
・
三
五

京
都
着
二
二
・
五
〇

（
二
〇
〇
〇
年
三
月
の
時
刻
表
に
よ
る
）

犯
人
は
「
富
士
」
に
乗
車
し
て
、
横
浜
で
一
旦
途
中
下
車
し
、
東
海
道
線
、
横
須
賀
線
ま
た
は
京
浜
急
行
線
で
東
京
へ
引
き
返
せ
ば
、
犯
行
時
刻

に
山
の
手
線
沿
線
に
居
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
犯
行
後
、
東
京
発
八
時
三
五
分
の
「
の
ぞ
み
三
一
号
」
に
乗
り
込
み
さ
え
す
れ
ば
、
京
都
で

「
富
士
」
に
再
乗
車
し
て
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
旅
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
こ
で
は
、
新
幹
線
と
在
来
線
の
特
急
の
速
度
差
か
ら
生
じ
る

時
間
差
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

山
前
譲
は
、
こ
の
種
の
ト
リ
ッ
ク
を
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
て
い
る
。
最
初
の
パ
タ
ー
ン
は
、「
乗
車
し
て
い
た
列
車
と
同
一
線
を
走
る
、

よ
り
速
度
の
速
い
別
の
列
車
（
な
い
し
は
飛
行
機
の
よ
う
な
別
の
交
通
機
関
）
を
使
う
時
間
的
手
段
」
（
１
）

と
氏
が
呼
ん
で
い
る
も
の
で
、
先
に
あ
げ

た
、「
富
士
」
と
「
の
ぞ
み
」
を
用
い
た
ト
リ
ッ
ク
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
ア
リ
バ
イ
を
有
効
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

ア
リ
バ
イ
を
主
張
す
る
人
物
が
「
富
士
」
に
乗
車
し
て
い
た
こ
と
を
、
車
掌
や
第
三
者
に
証
言
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
如
何
に
工
夫

す
る
か
が
作
家
の
腕
の
見
せ
所
と
な
る
。

第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
、「
乗
車
し
て
い
た
列
車
と
は
別
の
ル
ー
ト
を
走
る
列
車
（
な
い
し
は
別
の
交
通
機
関
）
を
使
う
距
離
的
手
段
」
（
２
）

と
命
名

さ
れ
て
い
る
。
鮎
川
哲
也
の
『
砂
の
城
』
（
３
）

な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
鳥
取
砂
丘
で
発
見
さ
れ
た
絞
殺
事
件
の
容
疑
者
は
、
東
京
発
の
急
行

「
出
雲
」
に
乗
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
殺
害
時
刻
に
間
に
合
わ
な
い
の
だ
が
、
容
疑
者
は
「
出
雲
」
の
発
車
時
刻
に
は
、
東
京
駅
前
の
バ
ー
に
い
た
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と
い
う
証
言
が
集
ま
っ
て
く
る
。
時
刻
表
に
よ
れ
ば
、「
出
雲
」
よ
り
十
五
分
遅
れ
て
東
京
を
出
発
す
る
急
行
「
大
和
」
に
乗
車
す
る
と
、
名
古

屋
で
「
出
雲
」
の
発
車
時
刻
と
「
大
和
」
到
着
時
刻
が
一
分
差
に
な
る
の
で
、「
名
古
屋
乗
り
換
え
」
説
が
有
力
視
さ
れ
る
が
、
名
古
屋
駅
で
の

両
列
車
の
発
車
ホ
ー
ム
が
離
れ
て
い
る
た
め
、
名
古
屋
で
の
「
出
雲
」
へ
の
乗
り
換
え
は
不
可
能
と
判
明
す
る
。
時
刻
表
を
さ
ら
に
辿
っ
て
い
く

と
、「
大
和
」
は
「
出
雲
」
の
よ
う
に
東
海
道
線
経
由
で
は
な
く
、
亀
山
、
柘
植
、
奈
良
を
経
由
し
て
天
王
寺
か
ら
湊
町
（
現
Ｊ
Ｒ
難
波
）
へ
向

か
う
の
で
（
関
西
線
経
由
）、
大
阪
市
内
に
到
着
す
る
の
は
、「
出
雲
」
よ
り
早
く
、
天
王
寺
で
下
車
し
て
、
地
下
鉄
御
堂
筋
線
で
移
動
す
れ
ば
、

大
阪
で
の
停
車
時
間
が
長
い
「
出
雲
」
に
余
裕
で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
犯
行
日
の
前
日
三
重
県

内
に
は
濃
霧
が
た
ち
こ
め
、
全
列
車
に
二
時
間
の
遅
れ
が
で
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
同
時
に
、
空
路
に
よ
る
移
動
の
可
能
性
も
否
定
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
捜
査
は
迷
宮
入
り
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
別
の
日
に
京
都
で
起
こ
っ
た
ホ
ス
テ
ス
殺
人
事
件
を
捜
査
し
て
い
く
う
ち
に
、

容
疑
者
の
鉄
壁
の
ア
リ
バ
イ
が
崩
れ
て
い
く
。
殺
さ
れ
た
ホ
ス
テ
ス
は
、
天
橋
立
へ
出
掛
け
る
際
に
乗
車
し
た
準
急
「
第
一
丹
後
」
の
車
内
で
、

旧
知
の
容
疑
者
に
話
し
掛
け
た
の
が
仇
と
な
っ
て
殺
さ
れ
た
よ
う
な
の
だ
。「
容
疑
者
が
『
自
分
も
天
橋
立
へ
ス
ケ
ッ
チ
に
行
く
と
こ
ろ
だ
』
と

言
い
な
が
ら
、
途
中
の
綾
部
で
下
車
し
た
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
た
」
と
い
う
殺
害
さ
れ
た
ホ
ス
テ
ス
と
同
行
し
て
い
た
友
人
の
証
言
が
決
め
手

に
な
っ
た
。
京
都
か
ら
山
陰
方
面
へ
向
か
う
場
合
、「
出
雲
」
の
よ
う
に
大
阪
か
ら
、
宝
塚
や
三
田
を
経
由
し
て
福
知
山
へ
向
か
う
ル
ー
ト
（
福

知
山
線
）
と
京
都
か
ら
亀
岡
や
綾
部
を
経
由
し
て
福
知
山
へ
向
か
う
ル
ー
ト
（
山
陰
線
）
が
あ
る
。
大
阪
―
福
知
山
間
は
京
都
―
福
知
山
間
の
ル

ー
ト
よ
り
も
約
二
十
キ
ロ
長
く
、
お
ま
け
に
、
大
阪
回
り
の
場
合
、
京
都
―
大
阪
間
の
距
離
約
四
十
キ
ロ
も
加
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
六

十
キ
ロ
分
余
計
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
出
雲
」
は
車
両
を
切
り
離
し
た
り
、
機
関
車
を
付
け
替
え
た
り
す
る
た
め
、
大
阪
で

十
八
分
も
停
車
す
る
の
だ
か
ら
、「
出
雲
」
が
い
く
ら
急
行
で
あ
っ
て
も
、
追
い
つ
け
て
し
ま
う
の
だ
。
実
際
、
容
疑
者
は
「
大
和
」
に
乗
っ
て

い
て
、
名
古
屋
で
姫
路
行
の
普
通
列
車
に
乗
り
換
え
、
京
都
か
ら
上
述
し
た
準
急
「
第
一
丹
後
」
に
乗
っ
て
、
綾
部
で
下
車
し
、
綾
部
か
ら
福
知
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山
行
の
普
通
列
車
に
乗
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
出
雲
」
が
福
知
山
を
発
車
す
る
四
十
八
分
も
前
に
、
福
知
山
へ
到
着
し
、
福
知
山
で
悠
々
と

「
出
雲
」
に
乗
り
換
え
て
い
た
の
だ
。
鮎
川
哲
也
自
身
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
三
角
形
の
二
辺
を
迂
回
す
る
〝
出
雲
〞
に
対
し
て
、
一
辺
の
み

を
走
る
列
車
が
あ
れ
ば
、
寄
り
早
く
目
的
地
に
到
着
で
き
る
」
（
４
）

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
と
き
に
、
時
刻
表
の
当
該
頁
の
み
に
拘
泥
す
る
と
、
墓
穴
を
掘
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
『
砂
の
城
』
に
啓
発
さ
れ
て

書
か
れ
た
、
天
城
一
の
短
篇
「
急
行
さ
ん
べ
」（
一
九
八
六
）
で
は
、
容
疑
者
は
北
陸
線
か
ら
き
た
急
行
「
日
本
海
」
を
利
用
し
て
、
米
原
―
京

都
間
を
移
動
し
て
い
る
の
だ
が
、
時
刻
表
の
印
刷
の
都
合
で
、
米
原
経
由
で
北
陸
線
に
入
る
列
車
は
、
東
海
道
線
と
は
別
の
頁
に
印
刷
さ
れ
て
い

た
の
で
、
捜
査
陣
が
見
落
と
す
と
い
う
失
態
を
演
じ
て
い
る
。

第
三
の
パ
タ
ー
ン
は
、「
写
真
に
特
定
の
列
車
を
撮
し
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
刻
を
限
定
さ
せ
た
り
、
上
り
・
下
り
、
進
行
方
向
の
逆
転
、

列
車
編
成
の
錯
覚
で
ア
リ
バ
イ
の
証
人
を
作
る
」
（
５
）

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
写
真
を
用
い
た
も
の
と
し
て
は
、
上
り
の
「
は
つ
か
り
」
の
写
真
を
逆
に
焼

い
て
、
下
り
の
「
は
つ
か
り
」
に
見
せ
か
け
て
、
ア
リ
バ
イ
成
立
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
鮎
川
哲
也
の
短
篇
「
下
り
〝
は
つ
か
り
〞
」（
一

九
六
二
）、
進
行
方
向
の
逆
転
に
関
し
て
は
、
西
村
京
太
郎
の
短
篇
「
お
お
ぞ
ら
三
号
殺
人
事
件
」（
一
九
八
三
）
（
６
）、

列
車
編
成
の
錯
覚
に
つ
い
て

は
同
じ
列
車
に
上
越
線
経
由
新
潟
行
と
信
越
線
経
由
新
潟
行
が
上
野
か
ら
高
崎
ま
で
併
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ト
リ
ッ
ク
に
持
ち
込
ん
だ
、
や
は

り
鮎
川
哲
也
の
『
黒
い
白
鳥
』（
一
九
六
〇
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
は
、
注
意
深
い
マ
ニ

ア
に
し
か
発
見
で
き
な
い
よ
う
な
鉄
道
に
関
す
る
知
識
や
情
報
が
ト
リ
ッ
ク
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
が
強
く
、
時
刻
表
を
提
示
し
て
、
容

疑
者
や
捜
査
陣
、
そ
し
て
、
読
者
も
が
フ
ェ
ア
な
か
た
ち
で
知
恵
を
絞
り
あ
う
と
い
う
、
本
来
の
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
の
主
旨
か
ら
は
、
少
し
外
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

犯
人
が
時
刻
表
を
利
用
し
た
ア
リ
バ
イ
を
主
張
す
る
類
の
推
理
小
説
は
、
西
村
京
太
郎
の
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
受
賞
（
一
九
八
一
年
）
前
後
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499

か
ら
、
に
わ
か
に
作
品
数
が
増
加
し
、
鉄
道
に
関
連
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
も
加
え
る
と
、
今
日
の
推
理
小
説
界
を
支
え
る
一
勢
力
を
形
成
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
津
村
秀
介
や
島
田
荘
司
（
７
）

も
鉄
道
推
理
も
の
を
書
い
て
い
る
し
、
夏
樹
静
子
や
森
村
誠
一
の
よ
う
な
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
推
理
小
説
を
手
掛
け
て
い
る
作
家
の
作
品
の
中
に
も
、
鉄
道
を
舞
台
に
し
た
推
理
小
説
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
８
）

し
か
し
、
何

と
言
っ
て
も
、
一
九
五
七
年
に
雑
誌
『
旅
』
で
連
載
し
て
以
来
、
累
計
で
一
二
五
万
部
以
上
も
売
れ
て
い
る
松
本
清
張
の
『
点
と
線
』（
一
九
六

〇
）
が
も
っ
と
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
列
車
の
発
着
の
激
し
い
東
京
駅
の
一
三
番
乗
り
場
か
ら
、
一
五
番
乗
り
場
の
列
車
を
見
通
す
こ
と
に
で
き
る

四
分
間
に
、
た
だ
の
知
人
同
士
で
あ
る
男
女
が
寝
台
特
急
に
乗
り
込
む
と
こ
ろ
（
男
女
の
行
き
先
は
別
で
あ
る
の
に
）
を
第
三
者
に
目
撃
さ
せ
て
、

こ
の
男
女
が
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
せ
る
手
際
や
、
九
州
で
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
と
き
商
用
で
北
海
道
へ
出
か
け
て
い
た
と
称
す
る

容
疑
者
の
ア
リ
バ
イ
を
崩
し
て
い
く
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
圧
巻
で
あ
る
。
こ
の
『
点
と
線
』
に
は
、
英
訳
版
も
あ
り
、
（
９
）

推
理
小
説
の
先

進
国
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
て
さ
え
い
る
の
だ
。

そ
れ
で
は
、
鉄
道
発
祥
の
地
で
あ
り
、「
推
理
小
説
の
本
家
」
で
も
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
を
作
品
の
核
に
据
え
た
推
理
小

説
は
書
か
れ
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ア
ン
・
カ
ー
タ
ー
（Ian

C
arter

）
が
『
鉄
道
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
文
化
』（R

ailw
ays

and

culture
in

B
ritain

）
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
（
10
）

日
本
で
著
し
い
発
展
を
見
せ
て
い
る
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
は
、
ア
リ
バ
イ
崩
し
の
達
人
フ
リ
ー

マ
ン
・
ウ
ィ
ル
ズ
・
ク
ロ
フ
ツ
（F

reem
an

W
ills

C
rofts,

1
8
7
9-1

9
5
7

）
に
由
来
す
る
。
こ
の
ク
ロ
フ
ツ
の
こ
と
を
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

（A
gatha

C
hristie

）
が
『
複
数
の
時
計
』（T

he
C

locks,

一
九
六
三
）
に
お
い
て
、
茶
化
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
ク
ロ
フ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
で
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
か
を
示
す
好
例
で
あ
る
の
で
、
見
て
お
こ
う
。
発
言
者
は
ポ
ワ
ロ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ク
ロ
フ
ツ
は
シ
リ
ル
・

ク
ェ
イ
ン
と
い
う
名
に
な
っ
て
い
る
。
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「
た
し
か
に
彼
の
作
品
に
は
こ
れ
と
い
う
ス
リ
ル
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
件
も
起
き
な
い
。
死
体
は
出
現
す
る
が
ね
。
時
に
は
一
体
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
作
者
の
力
を
い
れ
て
い
る
の
は
、
常
に
ア
リ
バ
イ
な
の
だ
。
列
車
の
時
刻
表
、
バ
ス
の
ル
ー
ト
、

地
方
の
道
路
網
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
わ
た
し
は
こ
の
人
の
複
雑
で
巧
妙
を
き
わ
め
た
ア
リ
バ
イ
の
使
用
を
愉
し
ん
で
読
ん
で
い
る
。
シ
リ

ル
・
ク
ェ
イ
ン
氏
の
術
策
を
見
破
っ
て
や
ろ
う
と
努
力
し
て
み
る
の
は
愉
し
い
」

・
・
・

「
い
つ
も
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
幾
篇
か
読
ん
で
い
る
う
ち
に
は
、
ひ
ど
く
似
通
っ
た
作
品
が
あ
る
の
に
気
が
つ
く
。
ア
リ
バ
イ

が
、
そ
っ
く
り
同
じ
だ
と
言
え
な
い
に
し
て
も
、
い
つ
も
類
似
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
実
は
ね
、
コ
リ
ン
、
わ
た
し
に
は
シ
リ

ル
・
ク
ェ
イ
ン
の
書
斎
に
い
る
時
の
姿
が
眼
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
よ
。
写
真
に
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
パ
イ
プ
を
く
わ
え
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
鉄
道

旅
行
案
内
、
大
陸
旅
行
案
内
、
旅
客
機
時
間
表
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
時
間
表
を
、
ま
わ
り
に
備
え
て
ね
。
定
期
船
の
日
程
表
だ

っ
て
備
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
君
は
ど
う
言
お
う
と
ね
、
コ
リ
ン
、
シ
リ
ル
・
ク
ェ
イ
ン
氏
に
は
秩
序
と
方
式
が
あ
る
」
（
11
）

日
本
で
戦
後
初
め
て
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
作
品
を
発
表
し
た
鮎
川
哲
也
も
、「（
彼
の
）『
ペ
ト
ロ
フ
事
件
』
が
（
ク
ロ
フ
ツ
の
）『
ポ
ン
ス
ン
事
件
』

（T
he

P
onson

C
ase,

一
九
二
一
）
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
」
と
認
め
て
い
る
。
（
12
）

確
か
に
、『
ポ
ン
ス
ン
事
件
』
で
は
、
容
疑
者
の
一
人
の
コ
ス

グ
ロ
ー
ブ
が
キ
ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
発
七
時
一
五
分
の
列
車
に
乗
り
遅
れ
て
、
一
〇
時
三
〇
分
発
で
モ
ン
ト
ロ
ー
ズ
へ
向
か
っ
た
と
い
う
ア
リ
バ
イ

が
見
事
に
崩
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
ロ
フ
ツ
は
、
こ
の
ア
リ
バ
イ
・
ト
リ
ッ
ク
で
事
件
の
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
構
成
に
は
し

て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
、
ド
ロ
シ
ー
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
（D

orothy
S

ayers

）、
エ
ド
ガ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ス

（E
dger

W
allace

）
と
い
っ
た
大
看
板
を
輩
出
し
た
「
推
理
小
説
の
黄
金
時
代
」
が
鉄
道
の
全
盛
期
と
重
な
る
た
め
か
、
伝
統
的
に
鉄
道
に
関
連
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さ
せ
た
推
理
小
説
が
多
く
、
今
日
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
編
ま
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｐ．

Ｂ．

ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト

（Scow
croft

）
の
論
考
「
鉄
道
と
探
偵
小
説
」（“R

ailw
ays

and
D

etective
Fiction”

）
（
13
）

を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
車
両
の
特

徴
で
あ
る
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
密
室
性
に
着
目
し
た
作
品
が
多
く
、
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
名
作
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

「
ア
リ
バ
イ
の
巨
匠
」
と
呼
ば
れ
た
ク
ロ
フ
ツ
の
名
作
も
、
過
去
に
鉄
道
技
師
と
し
て
働
い
た
経
験
を
活
か
し
た
長
編
『
死
の
鉄
路
』（D

eath
on

the
W

ay,

一
九
三
二
）
や
短
篇
「
機
関
士
室
の
犯
罪
」（“C

rim
e

on
the

Footplate,”

一
九
五
〇
）、
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
内
で
起
こ
っ
た
密
室
殺

人
を
題
材
に
し
た
「
寝
台
急
行
列
車
の
殺
人
」（“T

he
M

ystery
of

the
Sleeping

C
ar

E
xpress,”

一
九
二
一
）
な
ど
で
あ
ろ
う
。

Ｖ．

Ｌ．

ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ
（W

hitechurch

）
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
ス
リ
ラ
ー
作
家
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
彼
は
、
探
偵
小
説
作

家
と
し
て
身
を
立
て
て
い
た
の
で
は
な
く
、
れ
っ
き
と
し
た
国
教
会
の
牧
師
で
あ
り
、
主
と
し
て
テ
ム
ズ
・
バ
レ
ー
地
域
の
い
く
つ
か
の
教
区
で

教
区
牧
師
を
勤
め
て
い
た
。
が
、
牧
師
稼
業
が
よ
ほ
ど
暇
で
あ
っ
た
の
か
、『
ス
ト
ラ
ン
ド
』
や
『
レ
イ
ル
ウ
ェ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
短
篇
小
説

を
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
少
年
雑
誌
で
連
載
形
式
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
の
執
筆
も
任
さ
れ
て
い
た
し
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
論
文
、
郷
土
の

地
誌
に
、
自
叙
伝
と
、
驚
く
ほ
ど
創
作
意
欲
の
旺
盛
な
作
家
で
も
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ
の
鉄
道
に
関
す
る
薀
蓄
も
相
当
な
も
の
で
、
転

轍
機
を
楔
で
止
め
る
方
法
や
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
の
貨
物
積
載
限
界
、
機
関
車
に
水
を
補
給
す
る
の
に
か
か
る
時
間
な
ど
も
熟
知
し
て
お

り
、
そ
の
鉄
道
員
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
知
識
の
す
べ
て
を
、
彼
の
鉄
道
ス
リ
ラ
ー
九
篇
で
主
人
公
を
務
め
て
い
る
、
ソ
ー
プ
・
ヘ
イ
ゼ
ル

（T
horpe

H
azel

）
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
ソ
ー
プ
・
ヘ
イ
ゼ
ル
は
、
時
刻
表
の
デ
ー
タ
に
も
精
通
し
て
い
る
。
（
14
）

「
ど
こ
か
ら
帰
っ
て
き
た
ん
だ
い
」

「
レ
ッ
ド
ミ
ン
ス
タ
ー
か
ら
」
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「
じ
ゃ
あ
、
ロ
ン
ド
ン
着
七
時
二
十
八
分
の
急
行
だ
ね
」

「
ご
名
答
、
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
君
」

ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
君
と
い
う
の
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
で
の
ヘ
イ
ゼ
ル
の
あ
だ
名
で
、
彼
は
い
さ
さ
か
そ
れ
で
得
意
に
な
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

近
く
に
ヘ
イ
ゼ
ル
が
い
る
時
、
わ
ざ
わ
ざ
鉄
道
時
刻
表
を
見
よ
う
と
す
る
人
間
な
ん
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
（
15
）

引
用
文
中
の
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
と
い
う
の
は
、
一
八
三
九
年
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
（G

eorge
B

radshaw

）
が
発
行
し
始
め
た

鉄
道
時
刻
表
（B

radshaw
’s

R
ailw

ay
T

im
etable

）
の
こ
と
で
、
ヘ
イ
ゼ
ル
が
列
車
の
経
由
す
る
路
線
や
発
着
時
刻
を
諳
ん
じ
て
い
た
こ
と
が

窺
い
知
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
時
刻
表
狂
で
あ
っ
た
ヘ
イ
ゼ
ル
に
も
、
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
課
題
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
短
篇
傑
作
集
に
さ
え
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
（
16
）

が
示
す
通
り
、
ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ
の
最
高
傑
作
は
、「
ギ
ル
バ

ー
ト
・
マ
レ
ル
卿
の
絵
」（“S

ir
G

ilbert
M

urrell’s
P

icture”

、
一
九
一
二
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
が
、
こ
の
短
篇
も
、
走
行
中
の
貨

物
列
車
か
ら
、
名
画
を
積
ん
だ
一
両
だ
け
抜
き
出
す
と
い
う
驚
天
動
地
の
ト
リ
ッ
ク
の
ゆ
え
に
傑
作
な
の
で
あ
っ
て
、
時
刻
表
を
前
に
し
て
、
容

疑
者
と
探
偵
が
、
あ
る
い
は
、
読
者
が
知
恵
比
べ
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
は
な
っ
て
な
い
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
が
本
場
イ
ギ
リ
ス
を
差
し
置
い
て
、
極
東
の
地
、
日
本
で
戦
前
か
ら
連
綿
と
書
き
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
（
17
）

の
か
を
検
討
し
て
、
こ
の
小
論
を
締
め
括
り
た
い
。
答
え
は
単
純
で
、
日
本
で
は
、
列
車
が
時
刻
表
と
い
う
予
定
表
に
寸
分
違
う
こ
と
な
く
運
行

さ
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
時
刻
表
が
鉄
道
会
社
の
理
想
、
な
い
し
は
、
到
達
目
標
を
意
味
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
三
戸
祐
子
著
『
定
刻
発
車
』（
二
〇
〇
一
）
を
参
照
す
る
と
、
（
18
）

こ
の
辺
の
事
情
が
よ
く
わ
か
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
日

本
で
は
、
新
幹
線
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
在
来
線
の
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
定
刻
に
発
着
し
て
い
る
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア



な
ど
の
定
時
運
転
率
も
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
っ
て
、
数
字
を
見
る
限
り
で
は
、
さ
し
て
遜
色
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
数
字
の
ま
や

か
し
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
特
急
に
相
当
す
る
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
場
合
で
一
〇
分
、
寝
台
列
車
の
場
合
は

三
〇
分
以
上
遅
れ
な
い
限
り
、
遅
延
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
新
幹
線
と
並
ぶ
超
高
速
列
車
を
擁
す
る
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
一
五
分
ま
で

の
「
遅
れ
」
は
、「
遅
れ
」
に
は
該
当
し
な
い
。
一
方
、
日
本
で
は
一
分
以
上
遅
着
し
た
列
車
は
、
す
べ
て
「
遅
れ
た
列
車
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
し
ま
う
。
日
本
の
鉄
道
の
定
時
運
転
率
に
、
一
列
車
平
均
の
「
遅
れ
」（
一
九
九
九
年
度
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
新
幹
線

で
〇
・
三
分
、
在
来
線
で
一
・
〇
分
）
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
日
本
で
は
列
車
が
「
時
計
の
代
わ
り
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

も
十
分
納
得
が
い
く
。
列
車
運
行
の
正
確
さ
と
い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
、
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
は
成
立
し
え
な
い
。
時
刻
表
に
記
さ
れ
た
発
着
時
刻
、

列
車
接
続
、
連
絡
時
間
等
に
信
頼
性
が
な
け
れ
ば
、
犯
人
は
ア
リ
バ
イ
を
確
立
す
る
根
拠
を
喪
失
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
三
戸
に
よ
れ
ば
、「
遅

く
と
も
大
正
の
中
期
に
は
、
日
本
の
鉄
道
は
『
世
界
に
類
の
な
い
』
ほ
ど
の
正
確
さ
を
実
現
」
（
19
）

し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
日
本
で
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク

を
採
り
入
れ
た
推
理
小
説
が
戦
前
か
ら
書
か
れ
て
い
て
も
、
何
ら
不
思
議
は
な
い
。
鮎
川
哲
也
が
昭
和
十
八
年
頃
に
、
南
満
州
鉄
道
の
時
刻
表
を

眺
め
て
、『
ペ
ト
ロ
フ
事
件
』
の
ト
リ
ッ
ク
を
考
え
つ
い
た
の
も
、
当
時
の
日
本
の
鉄
道
に
定
時
発
着
と
い
う
伝
統
が
既
に
根
付
い
て
い
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。

小
池
滋
は
、
日
本
で
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
が
発
展
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
時
刻
表
の
「
複
雑
難
解
さ
」

も
指
摘
し
て
い
る
。
（
20
）

こ
れ
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
日
英
両
社
会
に
お
け
る
時
刻
表
の
浸
透
度
の
違
い
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
先
述
し

た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
は
、
元
々
は
地
図
屋
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
が
「
鉄
道
熱
」
に
沸
き
立
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

て
、
一
八
三
八
年
に
『
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
の
鉄
道
地
図
』
を
、
翌
年
に
『
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
の
時
刻
表
』
の
刊
行
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
刻
表
は
、

一
八
四
一
年
か
ら
は
『
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
の
月
刊
鉄
道
案
内
』
と
名
前
を
変
え
、
一
九
六
一
年
の
一
五
二
一
号
で
幕
を
閉
じ
る
ま
で
、
出
版
さ
れ
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続
け
て
き
た
。
と
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
ず
い
ぶ
ん
親
し
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
な
の
だ
。
一
八
四
一
年
当
時
、

八
頁
だ
っ
た
『
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
の
時
刻
表
』
の
頁
数
は
、
一
八
四
五
年
ま
で
に
三
十
二
頁
に
、
一
八
九
八
年
に
は
九
四
六
頁
に
ま
で
膨
れ
上
が

っ
て
い
た
。
厄
介
な
こ
と
に
、
こ
の
電
話
帳
ば
り
の
膨
大
な
書
物
に
は
、
使
用
の
手
引
も
、
乗
り
継
ぎ
情
報
も
、
安
売
り
切
符
の
案
内
も
な
く
、

た
だ
地
名
と
数
字
ば
か
り
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
日
本
の
よ
う
に
書
店
や
駅
の
売
店
に
山
積
み
さ
れ
て
も
い
な
い
。
列
車
に
関
す
る

情
報
を
入
手
し
た
い
人
は
、
駅
で
尋
ね
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
プ
ロ
の
旅
行
業
者
か
、
ヘ
イ
ゼ
ル
の
よ
う
な
マ
ニ
ア
以
外
、
時
刻
表
を
手
に

す
る
者
な
ど
い
な
い
。
こ
う
い
う
傾
向
は
、
時
刻
表
の
総
頁
数
が
二
千
を
超
え
て
い
る
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
。

一
方
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
時
刻
表
は
ど
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
大
型
の
も
の
で
は
『
Ｊ
Ｒ
時
刻
表
』
と
『
Ｊ

Ｔ
Ｂ
時
刻
表
』
の
二
種
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、『
Ｊ
Ｒ
時
刻
表
』
だ
け
の
発
行
部
数
を
取
り
上
げ
て
も
、
公
称
で
あ
る
が
月
間
九
五
万
部
、

年
間
で
千
万
部
を
越
え
る
と
い
う
数
字
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
誌
『
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表
』
の
発
行
部
数
、
さ
ら
に
、
中
型
や
小
型
の

時
刻
表
や
各
地
方
の
時
刻
表
が
加
わ
る
の
だ
か
ら
、
全
体
の
発
行
部
数
は
相
当
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
、
人
気
作
家
が
束
に
な
っ
て
も
こ
こ
ま
で

の
売
上
を
維
持
で
き
ま
い
。
（
21
）

内
容
的
に
も
非
常
に
親
切
で
、「
時
刻
表
の
使
い
方
」
の
頁
に
始
ま
り
、「
さ
く
い
ん
地
図
」、「
乗
り
継
ぎ
情
報
」、

「
主
要
駅
の
案
内
」、「
安
売
り
き
っ
ぷ
の
案
内
」、「
航
空
、
私
鉄
、
バ
ス
路
線
の
時
刻
」
と
い
っ
た
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
年
四
回
の
刊
行

な
が
ら
、『
文
字
の
大
き
な
時
刻
表
』
と
い
う
版
も
あ
る
。
戦
後
の
日
本
が
経
済
大
国
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
会
社
か
ら
の
出
張
や

慰
安
旅
行
、
家
族
や
団
体
の
旅
行
の
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
結
果
、
時
刻
表
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
が
、
簡
単
な
使
い

方
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
「
誰
に
で
も
読
め
る
」
と
い
う
親
切
な
編
集
方
針
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
時
刻
表
が
「
陰
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
の
地
位
を
揺
る

ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
日
本
で
は
、
時
刻
表
は
ど
こ
の
会
社
に
も
、
ど
こ
の
組
織
に
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
ど
こ
の
家

庭
に
も
あ
る
よ
う
な
、
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
需
要
が
あ
る
の
は
、
新
し
い
時
刻
表
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
九
九
九
年
に
復
刻
さ
れ
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た
『
時
刻
表
復
刻
版
』
も
四
シ
リ
ー
ズ
合
わ
せ
て
、（
一
シ
リ
ー
ズ
平
均
一
万
円
以
上
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
二
万
三
千
部
が
完
売
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
日
本
は
世
界
で
も
っ
と
も
時
刻
表
が
売
れ
て
い
る
国
、
時
刻
表
大
国
な
の
で
あ
ろ
う
。

捜
査
す
る
側
と
容
疑
者
と
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
と
同
時
進
行
で
、
作
者
と
読
者
の
知
恵
比
べ
が
展
開
さ
れ
る
の
は
推
理
小
説
の
常
で

あ
ろ
う
。
通
常
の
推
理
小
説
の
場
合
、
密
室
ト
リ
ッ
ク
で
あ
れ
、
何
で
あ
れ
、
物
語
は
証
言
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
、
証
言
内
容
を
工
夫
し
た

り
、
証
言
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
並
べ
た
り
す
る
と
い
う
特
権
は
、
ほ
ぼ
作
家
の
掌
中
に
の
み
に
あ
る
の
で
、
読
者
は
常
に
不
利
な
戦
い
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
に
限
っ
て
言
え
ば
、
少
し
事
情
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
『
砂
の
城
』

の
場
合
で
も
、
前
半
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
列
車
時
刻
表
を
精
査
す
れ
ば
、
ト
リ
ッ
ク
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
数
字

と
地
名
の
み
を
記
し
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
時
刻
表
が
読
め
る
す
べ
て
の
人
に
、
作
家
と
の
フ
ェ
ア
な
戦
い
を
す
る
道
が
開
か
れ
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
知
恵
比
べ
に
起
因
す
る
喜
び
こ
そ
が
、
時
刻
表
ト
リ
ッ
ク
の
醍
醐
味
な
の
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
山
前
譲
「
日
本
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の
系
譜
」、
鮎
川
哲
也
『
ペ
ト
ロ
フ
事
件
』（
東
京
・
青
樹
社
、
一
九
八
七
）、
二
三
一
頁
。

（
２
）
山
前
、
前
掲
書
、
二
三
一
頁
。

（
３
）
鮎
川
哲
也
、『
砂
の
城
』、（
東
京
・
角
川
文
庫
、
一
九
七
八
）。
以
下
、
こ
の
作
品
の
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
解
説
は
こ
の
版
の
内
容
に
基
づ
い
て
書
い
た
。

（
４
）
鮎
川
哲
也
、『
砂
の
城
』、
三
一
二
頁
。

（
５
）
山
前
譲
、
前
掲
書
、
二
三
一
頁
。
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（
６
）
西
村
京
太
郎
、「
お
お
ぞ
ら
三
号
殺
人
事
件
」、『
高
原
鉄
道
殺
人
事
件
』（
東
京
・
光
文
社
、
一
九
八
三
）。
こ
の
作
品
で
は
、「
お
お
ぞ
ら
三
号
」
が
千
歳
空

港
―
札
幌
間
を
往
復
す
る
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
を
し
て
、
同
行
者
を
薬
で
眠
ら
せ
た
犯
人
が
、
千
歳
空
港
で
一
旦
下
車
し
て
、
こ
の

特
急
が
次
に
千
歳
空
港
へ
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
間
に
殺
人
を
犯
す
と
い
う
ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
札
幌
で
折
り
返
す
際
に
、
普
通
は
、
進
行
方
向
に

向
け
て
座
席
を
回
転
さ
せ
る
は
ず
な
の
に
、
同
行
者
が
眠
ら
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
座
席
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
犯
行
が
露
見

す
る
。

（
７
）
例
え
ば
、
津
村
秀
介
に
は
、『
仙
山
線
殺
人
事
件
』（
一
九
八
五
）
や
『
山
陰
の
隘
路
―
米
子
発
九
時
二
〇
分
の
死
者
』（
一
九
九
五
）
な
ど
が
、
島
田
荘
司

に
は
、『
寝
台
特
急
「
は
や
ぶ
さ
」
六
十
分
の
一
秒
の
壁
』（
一
九
八
四
）
な
ど
が
あ
る
。

（
８
）
夏
樹
静
子
に
は
、「
特
急
夕
月
」（
一
九
七
五
）
や
「
山
陽
新
幹
線
殺
人
事
件
」（
一
九
七
五
）
と
い
っ
た
列
車
ア
リ
バ
イ
の
本
格
短
篇
が
あ
る
。
森
村
誠
一

は
、『
新
幹
線
殺
人
事
件
』（
一
九
七
〇
）、
同
一
テ
ー
マ
で
再
挑
戦
し
た
『
新
・
新
幹
線
殺
人
事
件
』（
一
九
八
〇
）
の
ほ
か
、「
剥
が
さ
れ
た
仮
面
」（
一
九
七

〇
）
と
い
う
ア
リ
バ
イ
崩
し
の
佳
品
も
執
筆
し
て
い
る
。

（
９
）Ian

C
arter,R

ailw
ays

and
C

ulture
in

B
ritain

（M
anchester:M

anchester
U

P,
2
0
0
1

）,p.1
9
3 n.

（
10
）Ian

C
arter,p.1

9
3 n.

（
11
）
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
、『
複
数
の
時
計
』
橋
本
福
夫
訳
（
東
京
・
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
、
一
九
七
六
）、
一
八
七
頁
―
一
八
八
頁
。

（
12
）
鮎
川
哲
也
「
付
録
１
●
ペ
ト
ロ
フ
事
件
」、『
ペ
ト
ロ
フ
事
件
』（
東
京
・
光
文
社
文
庫
、
二
〇
〇
一
）、
二
五
二
頁
。
な
お
、
こ
の
付
録
は
、
立
風
書
房
刊
、

『
鮎
川
哲
也
長
編
推
理
小
説
全
集
　
第
一
巻
』
か
ら
の
再
掲
で
あ
る
。

（
13
）P.B

.Scow
croft,“R

ailw
ays

and
D

etective
Fiction,”

Journalofthe
R

ailw
ay

and
C

analH
istoricalSociety ,

2
2 /3 ,

1
9
7
7 ,pp.8

7 -9
3 .

（
14
）

Ｖ．

Ｌ．

ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ
に
関
す
る
情
報
は
、B

ryan
M

organ,“Forew
ord

to
Stories

of
the

R
ailw

ay ”

を
参
考
に
し
た
。V

.L
.W

hitechurch,
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Stories
of

the
R

ailw
ay

（L
ondon:

R
outledge

&
K

egan
P

aul

）,1
9
7
7 ,

pp.
1 -9 .

な
お
、
こ
の
物
語
集
は
、
一
九
一
一
年
にT

hrilling
Stories

of
the

R
ailw

ay

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
た
本
の
復
刻
で
あ
る
。

（
15
）V

.L
.W

hitechurch,“T
he

Stolen
N

ecklace,”
Stories

ofthe
R

ailw
ay ,p.

1
5
1 .

（
16
）
江
戸
川
乱
歩
編
、『
世
界
短
篇
傑
作
集
２
』（
東
京
・
創
元
推
理
文
庫
、
一
九
六
一
）
所
収
。

（
17
）
一
九
三
六
年
に
蒼
井
雄
が
「
船
富
家
の
惨
劇
」
を
書
い
て
い
る
。
山
前
譲
、
前
掲
書
、
二
三
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
18
）
三
戸
祐
子
『
定
刻
発
車
』（
東
京
・
交
通
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
）、
六
頁
―
八
頁
。

（
19
）
三
戸
祐
子
、
前
掲
書
、
六
七
頁
。

（
20
）
小
池
滋
、『
世
界
鉄
道
推
理
傑
作
選
１
』（
東
京
・
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
九
）
一
九
一
頁
―
一
九
二
頁
。

（
21
）
現
在
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
時
刻
表
の
種
類
や
内
容
に
関
し
て
は
、
三
宅
俊
彦
、『
時
刻
表
最
新
情
報
』（
東
京
・
荒
地
出
版
、
二
〇
〇
一
）
を
参
考
に
し

た
。
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On Timetabled-Alibi Mysteries
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